
キリシタン版国字本における本語の開合表記

岸 本 恵 実

1.は じめに

16-17世 紀 、 キ リシタ ンが編纂 した書物では、 当時 日本語 として存在 しなか った教義

に関す る重要 な概 念は、訳 語 を作 らず にポル トガル語 や ラテ ン語 の原語 の まま用いた。

日本語 には 、聖なる福 音 と共 に齎 され る幾多の新 しい事柄 を言ひ表すべ き語の幾つ

かが敏 けて ゐ るので、 或い は新 し く作 り出すか、一然 しそれは 日本では 困難であ る

一或いはわ れわれの語 か ら採 って来て
、 それを 日本語の発音 と一層 よ く合致す るや

うに崩 して 、固有語 と同 じくす るか、 その何 れかに よる必要がある。 さう して、葡

萄 牙語 は多 くの音節の 上で も、 日本語 とうま く結 びつ くので、 さういふ名詞は拉丁

語 か らもい くらか採 られた けれ ども、普通 には葡 語か ら採 り得るのであ る。それ ら

の名詞は、 デ ウスや聖 者に関 す るもの か、道 義に関す るものか、その他 日本語 に欠

けてゐ る事柄 に関する ものか である。(『 日本大文典』f.179訳 書p.642)

本 稿 ではこれ らの原 語 を、大塚(1954)の 「キ リシタン版 国語書 中に用 い られてい る外

国語」 とい う定義 に倣 って以 下 「本語 」 と呼ぷ こ とにする。キ リシタン版 の うち日本の

文字で書かれ た国字本 では、本語 は仮 名で表記されている。

キ リシタ ンが編纂 した書物 の 中で 最 も重要視 されたのは、 カ トリックの基本的な教義

を問答体で 教え る入 門書 『ドチ リナ ・キ リシタ ン』で あっただ ろう。この ことは、厳 し

い追害 を経 て現 存数 が少 ない キ リシタ ン書 の中で も、『ドチ リナ ・キリシタ ン』 は内容

・刊行期の異な る刊本4種 類(1591年?刊 前期国字本、1592年 刊 前期ロー マ字本、1600

年 刊 後期 ローマ字本 、1600年 刊 後期 国字本)、 写本1種 類(前 期国字本 の写本)が 現存

す る事実 か らも推察 され よ う。 この 『ドチ リナ ・キ リシタ ン』 においても、前期版 ・後

期版 ともに、固有名詞 を含 めて100種 類 以 上の本語 が用 い られてい る。

本稿 では、前期 国字本 『どち りいな き りしたん』(1591年?刊 ・ウァテ ィカン図書館

蔵)と 後期国字 本 『どち りな き りしたん』(1600年 刊 ・カサナテ ンセ文庫蔵)を 中心 に、

本語表 記の 中で も、特 に 「こ らう りや」(Gloria)、 「ぺ るさうな」(Persona)な どの語に

み られ るオ段 長音の 開合 の問題 を採 り上 げ る。国字本 どち りなの本語の オ段 長音表記に

開合の ゆれが あ るこ とは、 既 に亀 井 ・チー ス リク ・小 島(1983:181-184)の 指 摘 があ る

が、本稿で は、 この 開合 の別 が原語 であ るポル トガル語 の発音の違いに基 づいた もので

ある とい う可能性 について示 唆 したい 。
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2.問 題 の所在

2.1.ド チ リナ刊本4種 の日本語の開合

本題であ る本語の開合にっいて 考察 する前に、 ドチ リナの刊本4種 にお いて、 日本語

の開合が どれほ ど正確 に書 き分け られているか を確認 してお く。

キ リシタンは 日本語のオ段長音 に開合の別を認め、 ロー マ字 では開音 を6、 合 音 を6で

表記 した。 さらに、この開合の区別が 日本語の発音上重要 な もの であ るこ とを心得 てい

た。

Caigb.(開 合)Firaqiauasuru.i.Cuchinosubah,Firogari.(開 き合 は する、又は、 口の

窄 り、広が り)Opアo測 πgJαrabrindoRboca,oufechandoa.<口 を開い て、又は閉 じ

て発音す ること〉 ¶Cuchinocaigdgayoi.(口 の 開合 が良い)Terboapronun4iacao.

〈発 音が良い〉(『 日葡辞書』)

日本 語の立派な発音は 、前述 したア クセ ン トの外 には、殆 ど これ ら四 つの語(筆 者

注 開、合、清、濁の 四つ)就 中初の ―二つの語が示 す ことをL手 に使 ふこ とに係 っ

てゐ る。(『 日本大文典』f.175v訳 書P.629)

ま た ロ ドリゲスは、開音`ひ ろがる'(Firogaru)6と 合 音`す ば る'(Suban1)6の 発 音

について、次の ように説明 してい る。

`ひ ろがる'(FIROGARV)に 就 いて

○`ひ ろがる'(Firogaru)6は 恰 もooと 二 字で書いてあ るかのや うに発音 するので

あ って、X6はXoo,T8はTooの や うに発音する。或 いは又、葡萄牙語 でMinhaate(私

の 祖母)、capaded6(喪 服)、en舶(手 斧)、ilh6(孔)、filho(揚 物 のパ ン菓 子)、N6

databoa(板 の節)、muytop6(大 変 な塵)、 その他 このや うな語 をば 口を開いて発

音す る場合 と同じであ る。

`す ば る'(SVBARV)に 就 いて

○`す ばる'(Subaru)6は 大体 にouと 書 いて あるかのや うに発音す るのであって 、X6

はXou,T6はTouの や うに発音す る。又、葡萄牙語 で唇 を 円 く近 寄せ 口を少 し く閉

ぢてMeuauo(私 の 祖母)を 発音するのと同 じであ る。

(『日本大文典』f.175v訳 書pp.629-630)

そ の 一方で、 ロ ドリゲスは地域 によって この開合 の区別 が混乱 してい た ことも指 摘 し

ている。

`都'(Mi
yaco)及 び 少数の国 々、即ち`五 畿 内'(Goquinai)と そ の周辺 の`越

前'(Yechijen)、`若 狭'(Vacasa)そ の他少数の 国々を除いて、 日本の大部分の国 々

にお いて は、`開 合清濁'(Caigoxeidacu)、 即 ちア クセ ン トや発音 がよろ し くな くて、

すべて それぞれの国で勝手 に`設 って'(Namatte)正 し くない発 音を して ゐる とい

ふ こ とで ある。(r日 本 大文典』f.169訳 書P.607)
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このように開合が一部で混乱していたと伝えられる当時、キリシタン版 『ドチ リナ ・

キリシタン』4種 における開合の混乱例はごく少ない。

<表1>

歴史的仮名遣 前期 前期 後期 後期

日葡辞書見出 し ローマ字本 国字本 ローマ字本 国字本

世法 せほふ(ナ シ)(ナ シ)xefb匡 飼

Xefb8v-2,8v-5

肝要 かんえう[canyb]肝 要(ナ シ)(ナ シ)

Cany635-11,78-14

思ふ お もふ[ omb]お もふ(vomouaba)(お もは9

VomoI38-9

公会 けうくわい[亜]け うくはい(ナ シ)(ナ シ)

Qe6quai38-21

中庸 ちゆうよう(ナ シ)(ナ シ)[choyb]ち うよう

Chこy644-26

寸 法 すんぱふsunpbす ん はうsumpsす ん ぽ う

Sunpb45v-6

混 乱 の用例数4013

※ 文 字 を囲っているのが混乱例 である。

21-5は21丁 表8行 目、8v-2は8」 一裏2行 目を表す。

ロー マ字本 ・国字 本 ともに、 誤植の 可能性 があ ることは考慮に入れて おかなければな

らない が、4種 とも日本 語の開 合表記 はおお むね正確 である。特に本稿 で と りあげる国

字本2種 について も、平仮 名で書 かれてい る開合の例は前期版 で180例 以 上、後期版で

550例 以上 あ ったが、ほ とんど全てが正確 に書 き分け られていた。

2.2.国 字 本 どち りなの本 語の開合

『ドチ リナ ・キ リシタ ン』 刊本4種 の 日本語の開合 を概観 した ところで、以下では、

国字本2種 類(以 下、「前期版 」「後期 版」 と略称す る)に おけ る本語のオ段長音表記に

ついて詳 しく見てい くこ とにする。

前期 版 ・後期版 を合わせ て、オ段 長音 の表記が見 られ るのは以下の18語 の原語で ある。

長音で表記 されてい るoは 網掛 けで示 した。

※ アル ファベ ッ ト順 。綴 りは 主 と して ロー マ字 本に よる。「ラ」 と注記 したものは

ラテ ン語、「ポ」はポル トガル語、 〈 〉内は現代 日本語訳 であ る。
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Ap霧stolo(ポ)〈 使徒 〉,Cathpilica(ラ ・ポ)〈 普遍的な ・カ トリックの 〉,

Confesspr(ラ ・ポ)〈 聴罪司祭 〉,Dgimina(ラ)〈 婦 人へ の敬称 〉,

D+pnes(ポ 古)〈 賜物 〉,Gloria(ラ ・ポ)〈 栄光 〉,

Greg±orio〈グ レゴ リヨ(人 名)〉,Iernimo〈 ヒエロニムス(人 名)〉,

MatrimDnio(ポ)〈 婚 姻 〉,MemRria(ポ)〈 記 憶 〉,Npmine(ラ)〈 名前 〉,

Ngister(ラ)〈 私 たちの 〉,卿eo(ポ)〈 油 〉,Persjna(ラ)〈 位 格 〉,

Purgatorio(ポ)〈 煉 獄 〉,Rgtma〈 ローマ(地 名)〉,

Sacerddte(ポ)〈 司祭 〉,Sobrenatural(ポ)〈 超 自然の 〉

この18語 の 表記 を、前期版 ・後期版 を対照 させ る形で 〈表2>に 掲 げる。

<表2>

原 語 前期版の表記 → 後期版 の表記 用例数 オ段長音 の改訂

Apostoloあ ほ うす とろ → あぼす とろ4ほ う→ ぽ

Catholicaか と うりか →(ナ シ)4

か と うりか → か たう りか2と う→ たう

(ナ シ)→ か たう りか5

Confessorこ んへ さ うる →(ナ シ)1

こんへ さ うる → こんへそ る1さ う→ そ

Dominaだ うみな →(ナ シ)1

た うみな →(ナ シ)1

Donesだ うねす=だ うね す2

だ うねす →(ナ シ)1

どん ゑす →(ナ シ)1

(ナ シ)→ だ うね す1

Gloriaく ら うりあ →(ナ シ)9

くら う りや →(ナ シ)3

くら う りあ → こ らうりや2

くらふ りあ → こらうりや1ら ふ→ らう

(ナ シ)→ こらうりや4

Gregorioげ れ が う りよ=げ れが うりよ1

1eronimoぜ らうにも=ぜ らうにも1

Matrimonioま ち りまうに よ →(ナ シ)1

ま ち りもうに よ 今(ナ シ)1

ま ち りもうに よ=ま ち りもうによ1

ま ち りまうによ → まち りも うによ5ま う→ もう
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まち りまうによ → まち りもによ1ま う→ も

(ナ シ)→ まち りもうに よ2

Memoriaめ も うりや →(ナ シ)1

め も うりあ → め も りや1も う→ も

Nomineな うみね=な うみね2

の うみね → のみね1の う→ の

Nostetな うすて る →(ナ シ)3

な うすて る → のすて る7な う→ の

の うすてる → のすて る3の う→ の

なふすて る → な うすてる1な ふ→・な う

Oleoお}れ よ →(ナ シ)2

を 》れよ →(ナ シ)1

お れ よ=お れ よ1

Personaへ るさ うな →(ナ シ)2

へ るさ うな → ぺ るさうな5

(ナ シ)→ ぺる さうな8

Purgatorioふ るかた う りよ → ぶ るがた うりよ1

ふ るが とう りよ → ぶ るがた う りよ3と う→ たう

ふるかた う りよ → ぶるが とりよ1た う→ と

Romaら う ま=ら うま1

ら うま →(ナ シ)1

(ナ シ)→ らうま1

Sacerdoteさ せ るだ うて ニ させ るだ うて4

(ナ シ)→ させ るだ うて1

Sobreaaturalそ うべ れなつ らる →(ナ シ)1

※1語 の 中の順序 は、(1)前 期 版 のみ にあ るもの、(2)前 期版 と後期版 の表記が 同

じもの、(3)前 期版 か ら後 期版 で表記の違 いがあるもの、(4)後 期 版 のみにあるも

の、 の順 に並べた。

前期版か ら後期 版への オ段 長音 について の改訂例には、大 き く分けて次 の三つの傾 向

がみ られる。

(A)長 音 を短音 に改めた もの(例 あほ うす とろ→あぽす とろ)…7語19例

(B)開 音 を合音 に改めた もの(例 ふ るが とう りよ→ぶ るがた うりよ)…2語10例

(C)「 ふ 」 を 「う」に改 めた もの(例 なふすてる→ な うすてる)…2語2例

この うち(A)の 改 訂の理 由に関 しては、亀井 ・チース リク ・小島(1983:181)に
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日本人が外国語の長音 にな じみ がたか ったためで はな く、本 語の その ローマ字つづ

りに即 した、あ る意味 では``音 韻 論的 な"翻 字 の途 をえ らんだ もの と解 され る。 …

(中 略)… そ して、 イベロ ・ロマ ンに、"フ ォー ネー マ"と して の長音 が存在 しな

いか らには、 こうなる ことも、おな じく容易に首肯 しうるところで あ ろう。

と述 べ られて お り、筆者 もこれに同意 したい。(C)に っ いて は、オ段 長音 を表記 する

ときは 「う」の仮名に統 一する という方針が徹底されたもの と考え られ る。

そ こで本稿 は上の(A)～(C)の う ち最 も難 しい問題 と思 われ る(B)の 開 合 に関

する問題 を採 り上げる。<表3>は 、<表2>か ら後期版で オ段 長音表記が見 られ る例12

語 を採 り上げ、開合の種類 を示 したものであ る。

〈表3>

原 語 前期 版の表記 → 後期版の表記 用例数 開合

Catholicaか と うりか → かたう りか2合 → 開

(ナ シ)→ かたう りか5開

Donesだ うねす ニ だうねす2開 ノママ

(ナ シ)→ だうねす1開

Gloriaく ら うりあ → こ らう りや2開 ノママ

くらふ りあ → こ らう りや1開 ノママ

(ナ シ)→ こ らう りや4開

Gregorioげ れ がう りよ ニ げれが う りよ1開 ノママ

Jeronimoぜ ら うにも ニ ぜ らうにも1開 ノママ

Matrimonioま ち りもうによ=ま ち りもうによ1合 ノママ

まち りまうによ → まち りもうによ5開 →合

(ナ シ)→ まち りもうによ2合

Nomineな うみね=な うみね2開 ノママ

Nosterな ふ すて る → な うすて る1開 ノママ

Personaへ る さうな → ぺるさ うな5開 ノママ

(ナ シ)→ ぺるさ うな8開

Purgatorioふ るかたう りよ ―〉 ぶるがた う りよ1開 ノママ

ふ るがとう りよ → ぶるがた う りよ3合 →開

Romaら う ま=ら うま1開 ノママ

(ナ シ)→ らうま1開

Sacerdoteさ せ るだうて=さ せるだ うて4開 ノママ

(ナ シ)→ させるだ うて1開
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1二の表 か ら、前期版 か ら後期版へ の改訂で はMatrimonio1語 を 除いて、

(i)前 期 版で合音であ った ものは開 音に改め られ ている

(ll前 期 版で開音であ った ものは開音の ままになってい る

(皿)後 期版のみ にある用例 の長音は開音 で表されて いる

の三つ の こ とが確 認 され る。 つ ま り後 期版 におい て、 オ段 長音が 表記 され る ときは、

Matrimonio以 外 は全て開 音で表 され ているのであ る。

なぜ このMatrimonioだ け が、合 吝表記に改め られたのだろうか。 この理由について亀

井 ・チ ース リク ・小 島(1983:182-183)は 次 の ように述べている。

ざんねんなが ら実例は この―一語(筆 者注Matrimonioを 指 す)に とどまるけれ ども、

とにか く"マ 行"に か ぎって"合"の かな をもって翻字 をこの んでい るのには、や

は りそれな りの わけ(理 由な り原因)が あ っての ことと思われ る。い まは音価の こ

とにまではた ちいれ ないが、 この よ うに書 きわけ をな さ しめたゆえんの ものは、 け

だ し伝統 に固執 する保守の規範 が現実(す なわち発音)の 正解 をい まだ備 として君

臨 して いたその勢 力であ ったもの と考 えたい。…(中 略)… そのかみ漢字の その原

音 にい わゆ る開合の 別が唇 音において のみ さだかな らざ りしは、先行 子音の唇音か

ら中心 母音への その"わ た り"が このばあい ここに関渉 しての ことであ ったもの と

すれば 、これ にたい し、十六 ・七世紀 の交のその 日本語 において"オ 段 の開合"が

もはや その混乱 を阻 みえな くな って しま ったその段階 にお けるマ行 音の"後 期版"

に お ける と りあつか いは、 それ と非唇 音の系列 とを相補の関係 に立つ形 の 一一組へ全

か らしめ たもの と解 され う る(「 う」 のかなの実体 は、また別途 と りあ ぐべ きこと

が らに属 する)。

ここで提 出されて いるのは、 中国 音韻学 の伝統 的な開合観 を手がか りに、 オ段長音の

先行子 音が唇 音であ るものは合音、 非唇音 であ るものは開 音、 とい う相補的 なか たちで

表記 されたのではないか とす る説 であ る。

前期版 においてオ段長音の先行 子音が唇 音のApostolo,Memoriaの2語 は 、<表2>の

と お り後期 版で はいずれ も長音 表記 をや めて 「あぼす とろ」「め も りや」 と短 音表記 の

み にな って いるので、 この説を肯定 す る根拠 に も否定す る根拠 にもな らない 。 しか しこ

の 説で問題 なのは、2.1.で 挙 げた 『日葡辞書』や ロ ドリゲスの記述 を見 る限 り、 キ

リシタ ンが もってい た開合 について の知識 は もっぱ ら母音の発音方法に関 するもので、

先行子 音については全 く記述 がな いこ とであ る。援期版 においてMatrimonioだ け が合 音

に改 め られ たこ とも、先 行子音で な く母 音その ものの音価が関係 してい る可能性 はない

だ ろうか。
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3.改 訂 の様相

ポル トガル語 では、強勢 のある母音は長めに発音 され る傾 向があ り、強勢 のあるoの

発 音には後舌半広母音【っ1と後舌半狭母音〔olの二種類 がある。これ はWillams(1962:36-39)

に あ るように、祖語で ある古典 ラテ ン語(前3～ 後2世 紀頃)の 長短 アクセ ン トに由来

する、俗 ラテ ン語(2～6世 紀 、庶 民が話 して いたラテ ン語)の 強 弱アクセ ン トを引 き

継 いだもので、古典 ラテ ン語の長い0が ポル トガル語の【ofに、 短 い0が 団 にな った とい

うのが原則 的な変化であ る。したが って、 アクセ ン トのあ るoの 発 音が回 であるか10】で

あるかは単語 に よって異 な るこ とにな る。池上(1984:105-106)に よ ると、 ポル トガル

語では14世 紀 中葉か ら16世 紀 中葉の時期 に、アクセ ン トのあ る母音 について もない母

音についても、現代 語 と同 じ八母音体 系が確立 したとい う。 したが ってD】回 の発音は、

16-17世 紀 当時か ら現代 まで変わ っていないもの とみな され る。そ こで、元 になった ラ

テ ン語か らの語源 的な発 音 と、現代語の発音をもとに、<表2>で 挙 げた18語 の 当時の

発音を推定 したい。

但 し、 この18語 に は、ポル トガル語 のほかにラテ ン語4語 と固有名詞3語 が含 まれて

い る。 ラテ ン語 と固有 名詞 にっいては、 どの程度ポル トガル語風 に発音 されていたか、

すなわちoに 関 してい えば 、囹 と【olの区別 があ ったか どうか、 あった として もその 区別

が明確で かつ 固定 してい る ものであ ったか どうか明 らか ではな いので、今 回は考察か ら

外 す ことにする。

<表4>は 、 〈表2>か らラテ ン語 と固有名詞 を外 し、 オ段 長音の開合 に関す る例だ

けを抜 き出 し、ポル トガル語のoの 推定音 の種類 を記 したものであ る。 ラテン語の下線

を付 した文字はそれが長母音であ ることを表す。
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<表4>

原 語 元 のラテ ン語oの 推 定音 前期版 → 後期版 用例 数

ApostoloApostolus同 開 音 → 短音4

CatholicaCatholicus【D】 合 音 →(ナ シ)4

合 音 → 開音2

(ナ シ)→ 開音5

ConfessorConfessor【o】 開 音 →(ナ シ)1

開 音 → 短音1

DonesDonumPl開 音=開 音2

開 音 →(ナ シ)1

(ナ シ)→ 開音1

GloriaGloria【o】 開 音 →(ナ シ)12

開 音 → 開音3

(ナ シ)今 開音4

MatrimonioMatrimoniu【ol開 音 →(ナ シ)1

合 音 →(ナ シ)1

合 音=合 音1

開 音 → 合音5

開 音 → 短音1

(ナ シ)今 合音2

MemoriaMemoria【 っ】 合音 →(ナ シ)1

合 音 → 短音1

01eoOleumlっ1合 音 →(ナ シ)3

Purgatorio匙r理lgdum団 開 音 → 開音1

合 音 → 開音3

開 音 → 短音 ユ

SacerdoteSacerdos【 っ】 開音 二 開音4

(ナ シ)→ 開音1

SobrenaturalSuper-naturalis【ol合 音 →(ナ シ)1

<表4>か ら、特 に後期版 において、 口の 開 きの広 い回 を開音で、狭 い回 団 を合音で

表記す る傾 向があ ることがわ かる。それ を数値 的に表 したのが 〈表5>で あ る。
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<表5>

発 音 用例 の分類 前 期版 後期版

【o】を開音で表記 した例2523

D】(そ の版でD1を 長 音表記 した例 の中での割合)(64.1%)(100.o%)

D】を合 音で表記 した例140

(そ の版でD】 を長音表記 した例 の中での割合)(35,9%)(0.0%)

【o】を開音で表 記 した例90

【o](そ の 版で【o】を長音表記 した例 の中での割合)(75,0%)(o.o%)

【o}を合 音で表 記 した例38

(そ の 版で【o]を長 音表記 した例 の中での割合)(25,0%)(100.0%)

回 を開音で 表記 した例33

【o](そ の版 で【61を長 音表記 した例 の中での割合)(100,0%)(100.0%)

【6】を合音で表記 した例00

(そ の版 で【61を長 音表記 した例 の中での割合)(0.0%)(0,0%)

合 計(長 音表記の数)5434

※%は 小数点 第二位を四捨五入 した。

前期版 では、本語の 開合 表記の区別 が原 語の発音に対応 してい るこ とを確認 する こと

がで きないが、後期版へ の改訂 に当た り、長音表記か ら短音 表記に改め るこ とと同時 に、

D1を 開 音で、回 を合音で 表記 するとい う基本方針が確 立 され た ように見え る。 それが も

っとも顕著に表れてい るのが、Matrimonioの 【o】に対 して 、短 音表記1例 を除 く14例 全

てが合音 に改め られた ことではないだろうか。

ポル トガル語 を 日本 の文字で表記す るとき、同 を開 音で、回 を合音 で表す後期版 どち

りなの傾向は、 ロ ドリゲスが 『日本大文典』で 日本語の`ひ ろがる'(Firoganl)6の 発 音

をポル トガル語のau8,d8,enxtS,ilho,filho,N6,p6な ど に含 まれる 回 の発音 に、 また`す

ば る'(Subaru)6を ポ ル トガル語のav6の 【o]の発音 と対応 させて いる ことと、ち ようど

逆の対応関係 にな ってい る。っ ま り、後期版 どち りなにみ る本語の表 記 とロ ドリゲスの

記述 に限 ってい えば、 日本語の開音 とポル トガル語の囹 、合音 と回 とは、音の長さは別

と して、母音の種類 と してはち ょうど対応 している とい うことがで きる。

ラテ ン語4語 と固有名詞3語 については、前期版 ・後期 版 ともに長 音で表記 されてい

る例は全て開音 になって いる。 当時 これ らの発音が同 であ ったかlo】で あったか明 らかで

はないため、 全て開音で表記 された理 由も不 明で ある。可能性 と して は、 これ らの語も

全て囹 と発 音 されてい たので開音で表記 した、 ラテ ン語 と固有名 詞につ いては ポル トガ

ル語ほ ど回 回 の区別が明確でないので一律に開音表記に統一 した、な どの理 由が考 え ら

れ よう。

(10)



以上の こ とか ら、後期版 どち りなでは、本語 の開合 は、 ポル トガル語の【o】の場合 は合

音で表記 し、その他 は開 音で表記 して いるこ とがほ ぼ明 らかになった。

4.他 の 国字本の場合

後期 版 『どち りなき りしたん』 で見 られた本語の開合表記の傾向は、他の キ リシタン

版 国字 本で も同 じように見 られるのだ ろうか。

現存 するキ リシタン版 の国字本 で、本 文中に本語 を含む ものの うち、 どち りな以外で

ま とまった形 を残 す 『ば うちず もの授 けや う』(仮 題)、 『サルバ トル ・ム ンヂ』、『ぎや

どぺか どる』、『お ら しよの翻訳』、『こんてむっすむん地』の5点 を採 り上げて調査 した。

5点 の本語 における開合 表記の用例数 は次の通 りであった。

<表6>

書 名 目合 開 音 合 音

ば うちずもの授けや う1語6例6語10例

サ ルパ トル ・ムンヂ6語15例(用 例ナシ)

ぎや どぺか どる6語25例11語59例

お ら しよの翻 訳6語18例1語1例

こんてむつすむん地4語15例1語3例

5種 類 のオ段 長 音表記 を含 む本語の 中か ら、ポ ル トガル語 を原語 とするものを抜 き出

し、そ れ らが後 期版 どち りな と同 じように、D】 を開音で回 を合音で表 記 してい るか どう

か を調 べてみ た。 また ラテ ン語 と固有 名詞 に関 しても、 前期版 ・後 期版どち りなの よう

に開音で表記 してい るか も併せて調 査 した。●を付 けたものはポ ル トガル語の回 同 を合

音で表記 した例 、◆ はポル トガル語 の回 を開音で表記 した例 、△は ラテ ン語 ・固有名詞

の オ段 長音 を合音 で表記 した例 であ り、 ● ・◆ ・△はい ずれ も後期版 どち りな とは逆 の

傾 向を示す例で ある。前期版 ・後 期版 どち りな になか った語のみ ローマ字綴 りを併 記す

る。()内 は用 例数であ る。

<1>『 ば うちず もの授 けや う』(1592年?刊)

(ポ ル トガル語)

● あほ うす とろ同(1)

ぐら 重 りやP1(4)ぐ らふ りや(1)く ら う りや(1)

● さ せる どうて囹(1)

す へ りようれすSuperiores【o](1)
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(ラ テ ン語)

△ お う とvoto(1)

△ の うすて る(1)

ム へ るそ うな(5)

<2>『 サ ルバ トル ・ム ンヂ』(1598年 刊)

(ポ ル トガル語)

ぐらう りや【っ1(2)

◆ こんへ さうる【o】(1)(こ ん へそる(16))

させ るだ うてD】(1)

させ るだ うてす【っ】(1)

ぶ るがた う りよ【っ】(3)

(ラ テ ン語)

な うすて る(5)

ぺ る さうな(2)

<3>『 ぎや どぺか どる』(1599年 刊)

(ポ ル トガル語)

● あぽ うす とろ[っ1(8)(あ ぽ すとろ(29))

ぐ ら うりや【:)】(6)

● め童 うりや囹(4)

● ぶ るが とうりよ【っ】(2)

(ラ テ ン語)

な うすて る(1)

ムペ るそうな(1)

(固 有 名詞)

△ あんぼろ うじよAmbrosio(1)(あ ん ぼろ じよ(6))

△ あ りす とうてれすAristoteles(4)あ りす とうち りす(1)

△ ば び ろうにやBabilonia(2)

△ き りぞ うすCrisos(6)(き りぞす(3))

△ で うてろの うみよDeuteronomio(2)

△ ゑ す こうとFscoto(1)

は らわ うFarao【o】(2)

は ら塗 う.【つ】(1)

△ げ れ こう りよ(27)
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じやか うべlacobe(1)

せ ら うに も(13)

ら う ま(1)

<4>『 お ら しよの翻 訳』(1600年 刊)

(ポ ル トガル語)

カ・左 至Lり力唖っ】(1)

ご至 重りや回(3)

させ るだ うてD](1)

だ うねす回(1)

ま ち りも う―に よ【o】(1)

(ラ テ ン語)

な うすてる(7)

ぺ る さうな(5)

<5>『 こんてむつ すむ ん地』(1610年 刊)

(ポ ル トガル語)

● あぽ うす とろ囹(3)

ぐら う りや【D】(2)

◆ こんへ さiれ す【ol(1)

さ せ る左 互てD】(7)

さ せ るだ 至てすD】(1)

ぶ るが迄 互 りよ【っ1(4)

本 に よって ゆれが大 きいが、 『サル バ トル ・ム ンヂ』『お らしよの翻 訳』『こんてむつ

すむん地』 につ いては、後期 版 どち りな と同 じように同 を開音、回 を合音 で表記 する傾

向があ る とみな して もよいで あろ う。

しか し、『ば うちずもの授 けや う』『ぎや どぺか どる』については前期版 どち りな同様、

本語表記 において開合の 区別が意識 されて いたか どうか確認す ることは難 しい。 また、

この二書 にお け る開合の別 を、先 に挙 げた亀井 ・チー ス リク ・小島(1983)の 先 行子音

の唇音 ・非唇 音が関係 してい た とする説で 説明 しようと して も、合音で表記 されたoの

先行子音 は唇 音のm,p以 外 に1,1,s,tな どがあ るため、やは りうま く説明で きない。

また語 ご とにみる と、Apostolo,Confessorは ア クセ ン トのあ るoの 発音が前者は 【っ】、

後者は 【o】と推測 されるため、後 期版 どち りなの傾向 に従 えば 「あぱ うす とろ」、「こんへ

そ うる」 とい う表記例があ って もい いはず だが、 このよ うな例 は どち りなの前期版 ・後
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期版 を含 めて、キ リシタ ン版国字本では全 く見 られなか った(後 期版 どち りなでは全て

短音 表記に改訂 されてい る)。 これ らの語 の場 合は、原 音の違 い に合 わせ て開合表 記を

区別す るとい う方針 が固まる前に、すでに表記が定着 してい たのであ ろうか。

このように、後期版 どち りなで見 られた ような表記 の傾 向が見 られ るか どうかは、本

ご と ・語 ごとに程度が異なっている。

5.通 説 の再考

橋本(1928)以 来 、 キ リシタ ン資料 の記述に基づいて、開 音は【っ:】、合 音は【o:1とい う

発音 であった とい うのが通説で あった。後期版 どち りな の本語表記 をみ る限 り、ポル ト

ガル語の同 を開音で、回 を合 音で表記 しているので、音 の長 さの問題 はあ るものの、発

音の種類 としては従来 の通 説を裏付け るもので あるように見える。

しか し、他の国字本では、ポル トガル語 の囹 を開音 、回 を合 音で表記 する表 記は、傾

向 として は見 られて も例外が多 く、徹底 してい るとはい いが たい。この よ うに後期版 ど

ち りな以外 の国字本で本語の開合の区別が混乱 してい るこ との理 由 と して は、 当時 日本

語で 開合 の区別が音韻 的 ・表記的 に混乱 していた ことの影 響、原語 が 日本語風 に転 誰 し

て発音 され ていた可能性 な ど、い くつか考え られ る。 しか し、 も し実際 に当時 の 日本 語

の開音が【D:】、 合音が【o:】に音韻 的にはっき りと対応 してお り、仮名表 記がその開合 の違

い を正確 に書 き分けてい たとすれば、先 に見た ような本語 にお ける開合の 表記 の混 乱は

もう少 し少な くな っていたのではないだろ うか。

開音を1っ:1、合 音 を【o:】とす る通説に対 して、豊島(1984)や 池上(1993:(上)287-292)

は 『日本大文典』『日本小 文典』の従来の解釈 に疑 問を呈 し、開音は【OU】、合音 は【00】(ま

たは 【o:Pだ っ たのでは ないか と推測 して いる。本稿 の調査 は この新 しい説を 支持 する

ところまではで きないが、少な くとも、開音はD:】 、 合音 は【o:」で あった とす る従来の通

説 を裏付ける証拠にはな りえない。

6.ま とめ

キ リシタ ン版 国字本の本語の オ段長音は、開音で表記 され たもの もあれ ば合 音で表記

された ものもあ る。

カ トリックの要理を説いた 『ドチ リナ ・キ リシタン』 の国字 本には前期版 ・後期版 の

二種類があ る。 日本語の表記に関 しては、両版 とも開合 の別 をほぼ正確 に書 き分けてい

る。本語の開合 にっいては、前期版では まだゆれが大 きい もの の、 改訂 出版された後期

版では、ポル トガル語の強勢のあ る回 を合音で、ポル トガル語 の囹 ・ラテ ン語 ・固有名

詞の オ段長音 を開音で表記す る傾 向が見 られ る。後期版 は前期版 よ りも短 音表記が増 加
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してい る一方、長音 で表記 してい る例 に関 して は、原語の団 と回 の発音の違いを 日本語

の表記 に も反 映 させ ようとの意 図があ った らしい。

しか し、後 期版 どち りなで見 られた この傾向は、他の キ リシタ ン版 国字本 の どの書 で

も見 られ る とい うわ けではな く、 また語 に よって もゆれがあ り、 必ず しも徹底 していは

いない。 この よ うな本語の開合表 記のゆれ は、 日本語 の開音は【っ:】、合 音は【o:】で あった

とす る従来 か らの通 説に合わ ない ため、 日本語の 開音 ・合音 の発音につい て再 考を促 す

実例 ともなる。

〈注〉

(1)本 稿の調査で使用 したキリシタン版の影印 ・索引類は以下の通りである。

D・ctrinaChirstan(1592年 刊)(前 期 版ローマ字本)

橋 本進吉 『文禄元年天草版吉利支丹教義の研究』東洋文庫論叢9(1928)

『どちりいなきりしたん』(1591年?刊)(前 期 版国字本)

『どちりいなきりしたん(バ チカン本)』 勉誠社文庫(1979)

『どちりなきりしたん』(1600年 刊)(後 期版ローマ字本 ・国字本)

小島幸枝編 『どちりなきりしたん総索引』風間書房(1971)

『ば うちずもの授けやう』(1592年?刊)

『きりしたん版集一』天理図書館善本叢書 天理大学出版部(1976)

林 重雄編 『ばうちずもの授けやう ・お らしよの翻訳 本文及び総索引』笠間書院(1981)

『サルバ トル ・ムンヂ』(ユ598年 刊)

松岡洗司「慶長三年耶蘇回版サルバ トル ・ムンヂの本文と索引」『上智大学国文学論集』6(1973)

『南 欧所在吉利支丹版集録』6雄 松堂書店(1978)

『落葉集』(1598年 刊)

小島幸枝編 『耶蘇会版落葉集総索引』笠間書院(1978)

『ぎやどぺかどる』(1599年 刊)

『き りしたん版集一』天理図書館善本叢書 天理大学出版部(1976)

豊 島正之編 『キリシタン版ぎやどぺかどる 本文 ・索引』清文堂(1987)

『お らしよの翻訳』(1600年 刊)

『きりしたん版集一一』天理図書館善本叢書 天理大学出版部(1976)

林重 雄編 『ばうちずもの授けやう ・おらしよの翻訳 本文及び総索引』笠間書院(1981)

『こんてむつすむん地』(1610年 刊)

『きりしたん版集一』天理図書館善本叢書 天理大学出版部(1976)

近藤 政美編 『こんてむつすむん地総索引』笠間書院(1977)

(2)こ のほか、同じような記述が 『日本大文典』(f.56v訳 書p.225)、 ロ ドリゲス 『日本小文典』
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(f.12訳 書(上)p.71)や コ リャー ド 『日 本 文 典』(f.4訳 書p.2)に 見 ら れ る。

(3)PersonaはAntoniodeMoraisSilva,GrandeDictionkriodaLinguaPoutuguesqLisboa,1949-59,

10a'ed.な どポ ル トガ ル 語 辞 書 に載 っ て い る場 合 もあ る。 しか し、J.ジ ョル ジ ェ編 の ポ ル トガ ル 語 で

書 か れ た ドチ リナ キ リシ タ ン(1602年 刊 亀 井 ・チ ー ス リク ・小 島(1983)に 影 印 が あ る)に も

見 え る よ う に(p.63な ど)、 当 時 も 「位 格 」 を 表 す の 現 代 語 と 同 じpessoaと い う語 を 用 い て い た 。

し たが っ て本 稿 で は 、Personaば ラテ ン語 扱 い と した 。

またConfessor,Gloriaな ど ラテ ン語 とポ ル トガ ル語 が 同形 で あ る も の は ポ ル トガ ル語 風 に 読 ま れ

て い た と思 わ れ る の で 、 以 下 では ポ ル トガ ル語 扱 い と した 。

(4)ラ テ ン語 の 短 いoが ポ ル トガ ル 語 のD]に 、 長 いoが[o]に な る とい う語 源 的 な原 則 か らみ て

例 外 的 な 発 音 に な る語 や 、 現 代 語 の ポ ル トガル と ブ ラ ジル で 発 音 の 異 な る 語 に つ い て 、 音 価 推 定

の 根 拠 を 挙 げ てお く。 な お 現 代 ポ ル トガ ル 語 の発 音 は 、 主 と して 、 ヨ ー ロ ッパ の ポ ル トガ ル の 発

音 に つ い て はAntoniodeMoraisSilva,(irandeDictionkriodaLinguaPoutuguesqLisboa,1949-59,

10aed.に 、 ブ ラ ジル の 発 音 は 池上 峯 夫 ・金 七 紀 男 ・高橋 都 彦 ・富野 幹 雄 共 編 『現 代 ポ ル トガ ル 語 辞

典 』(白 水 社 、1996初 版)を 参 照 し た。

・Confessor[o]<Confessor

古 典 ラ テ ン語 は短 いoで 原 則 で は 囹 に な る と こ ろ だ が、 現 代 語 で は ポ ル トガ ル で も ブ ラ ジル で も

[o]で あ る こ と、D㎜(1928:20)に 、

Theaccentedtermination-orhascloseo

とあ る こ と を根 拠 に した 。

・Dones[b]<Donum

Donesは 古 語 で現 代 ポ ル トガ ル語 に は な い が 、 前 期 版 ど ち りな に 「ど ん ゑ す 」(17v-6)と い う表 記

が1例 あ る こ と と 、 注(3)で 挙 げ た ポル トガ ル語 の ドチ リナ キ リシ タ ンにd6esの 綴 りが 見 え る

(亀 井 ・チ ー ス リク ・小 島(1983:32,111))こ とか ら推 定 した 。

・Gloria[a]<Gloria

古 典 ラ テ ン語 で は 長 いoで あ るが 、Wilham(1962:38)に 学 術 用 語 で は ラ テ ン語 の 「長 いo+短 いi」

が 例 外 的 に 囹 に な る場 合 の 例 と して こ の 語 が 挙 が っ て い る こ と、 現 代 語 で は ポ ル トガル ・ブ ラ ジ

ル 共 に[」】の 発 音 で あ る こ と を 根拠 に した 。

・Matrimonio[o]<Matrimonium

現 代 語 で は 、 ブ ラ ジ ル で は 【olまた は[6]、 ポ ル トガ ル では 【g】で あ る 。 語 源 的 に は 、 長 いoか ら[o】に

変 化 した こ と が 推 測 され る 。 鼻 音化 にっ いて は 、 『現 代 ポ ル トガ ル 語 辞 典 』 の 「発 音概 説 」 に次 の

よ うな 説 明 が あ る 。

【m][n」[o]の直 前 の[o]に 強 勢 が あ れ ば、[6]と 発 音 さ れ る こ とが 非 常 に 多 い 。 た だ し、こ の 時 の[6】

の 鼻音 性 は

onda['oda]な どの 【6]に比べ る と非 常 に弱 い 。(p.1307)

池 上(1984:165-166)に よ る と、 こ の 弱 い 鼻 母音 化 は 現 在 の ヨ ー ロ ッパ の ポ ル トガ ル 語 で は 通 常 見
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ら れ な い 現 象 で あ る が 、16世 紀 の ポ ル トガ ル 語 で は 地 域 に よ って 見 られ た 。但 し19世 紀 に 入 っ

て か らも 、ご く弱 い 鼻 母 音 で あ っ た と い う記 述 が あ る 。した が って 、[司で あ った 可能 性 もあ るが 、回

の 方 が 可 能 性 と して は 高 い と推 定 した 。

'Purgatori。[り]<恥r鯉gri㎜

ラ テ ン語 は 長 いoで あ る が 、 原 則 に 反 して 現 代 語 で は ポ ル トガ ル で もブ ラ ジ ルで も 回 にな って い

る こ と、William(1962:38)に 学 術 用 語 の 場 合 長 いoに 短 いiが 続 く場 合[g]に な る(Gloriaと 同様)、

と あ るこ とか ら推 測 した。 こ の 語 は 古 典 期 の ラ テ ン語 だ け を載 せ るGlaze,P.G.W.,OxfordLatin

Dicti・nary,ClazendonPress,Oxford,1982に 見 られ な い カ トリ ック 用 語 で 、 一 種 の学 術 用 語 で あ っ た

と い え る だ ろ う。

'Sacerdote[つ]<Sacer(10s

William(1962;37)に 、 多 くの 学 術 語 で 、 古 典 ラ テ ン語 の 長 いoは ポ ル トガ ル 語のp]に な る場 合 の

例 と して こ の語 が 挙 が って い る。

・Sobrenatural[o]<Super-naturalis

ラテ ン語 の 短 いuが 、現 代 語 で は ポ ル トガ ル で も ブ ラ ジ ル で も ア クセ ン トの な い[o]に な って い る。

William(1962:45)は 古 典 ラ テ ン 語 の 短 いuが ポ ル トガ ル 語 の ア ク セ ン トの な いoに な っ た例 を多

く挙 げ て い る。 こ のoは 前 期 版 ・後 期 版 ど ち りな の 中 で ア ク セ ン トの な いoが 長 音 で 表 記 さ れ て

い る 唯 一 の 例 で あ る 。

(5)ポ ル トガル 語 のSuperioresは ラ テ ン語 のSuperior(oは 短 音)を 語源 と して い る の で 、oは

原 則 的 に は 囹 とな る と こ ろ で あ るが 、[o]と 推 定 した 根 拠 は 注(4)の('onfessorの 場 合 と 同様 に、

現 代 語 で は ポ ル トガ ル で も ブ ラ ジ ル で も[01で あ る こ と、Dunn(1928:20)を 根 拠 に した 。
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